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要旨：火山防災の課題はいろいろあるが行政の担当者や住民にとっての課題を取り上

げ、火山について正しい理解をする事が大切であることを説明する。 

また、火山防災エキスパート制度について如何にこの制度を活用してもらえるかという

視点から実態とその対応方策について述べる。 

 

（１）火山防災についての課題 

 

■火山防災について知っておくべき事 

  ・ 現象の発生間隔が長い 

    行政も住民も防災意識が持てない 

  ・ 危険区域内で開発が進む 

    過去の災害伝承が消える、対応事例も伝わらない 

  ・ 仮に噴火しても何も災害がないと次の噴火も安全と思う 

    (正常化の偏見が醸成される） 

    一回ごとに噴火の規模・期間、発生現象が異なる 

 

Point:火山についての正しい理解をする事が大切 

 

（２）火山防災エキスパート制度について 

 

■制度そのものが知られていない 

  ・ 制度の周知 

    制度を知らないから何を聞いたらよいか解らない 

エキスパートを呼ぶ理由がない 

  ・ 派遣システム 

    現地のニーズは多様、これに対応するためのシステムが必要 

    火山現象、被害、防災対策、等 

 

Point：制度を良く周知して、派遣先のニーズをしっかり把握すること、そし

てそれに見合った派遣メンバーを決めることが大切 
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雲仙普賢岳の火山噴火

発生現象

• １６６３年

溶岩流（６００万㎥）、火山泥流

• １７９２年

溶岩流（２０００万㎥）、山体崩壊

• 平成噴火

火砕流。土石流
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